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id も含めて照合を行うことにより、文脈を踏まえた照

合を行えるようになった。

xml:tm での翻訳メモリのマッチの種類には、次のも

のがある。

● イグザクト・マッチ（Exact Match）

● 文 書 内 の レ バ レ ッ ジ ド・ マ ッ チ（In-document 

Leveraged Match）

● 文書内のファジー・マッチ（In-document Fuzzy 

Match）

イグザクト・マッチつまり完全な一致は、xml:tm の

場合、原文だけでなく id 属性の値も含めて一致した場

合の状況である。レバレッジド・マッチとは、そのテ

キストユニットに内容の変更はないものの、その直前

のテキストユニットに変更や削除があったために訳文

の確認が必要となる場合の状況である。ファジー・マッ
チは変更が加えられたが、変更前の訳文を参考にでき

るような状況を示す。

これまで翻訳メモリは文脈と切り離して管理されて

きたが、xml:tm の場合はテキストメモリという特性と

id 属性を活用して、文脈を伴うメモリの管理を実現し

ている。

2.5　XLIFF
XLIFF（XML Localization Interchange File Format）

は、XML 形式の応用規格を標準化する団体である

OASIS が作成した、ローカライズデータつまり翻訳デー

タの交換規格である。XLIFF 形式のファイルに対応す

る翻訳支援ツールやオープンソースの XLIFF Editor を

翻訳ユニット <trans-unit>

　原文 <source>

　訳文 <target>

　訳文候補１<alt-trans>

　　原文 <source>

　　訳文 <target>

　訳文候補２<alt-trans>

　　　…

XLIFF<xliff>

　ファイル <file>

　　ヘッダー <header>

　　本体 <body>

　　　翻訳ユニット

　ファイル　…

㊧ 図 12：翻訳ユニットの構造

㊨ 図 13：XLIFF の基本構造

使用すると、翻訳者は翻訳メモリを活用しながら

効率的に翻訳作業を進めることができる。XLIFF は

翻訳支援ツールなどの入出力形式の標準化を目指

したものである。

XLIFF は 基 本 的 に 翻 訳 ユ ニ ッ ト（translation 
unit）の集合である。XLIFF の翻訳ユニットは図

12 の構造をしている。

たとえば、先ほどの『吾輩は猫である』を例に

とると、次のようになる。

<trans-unit  id="c1">
  <source> 吾輩は猫である。</source>
  <target  xml:lang="en">ここに「I am a cat.」
       などの訳文が入る </target>
  <alt-trans  match-quality="50%" tool="TM">
    <source> 吾輩は犬である。</source>
    <target xml:lamg="en">I am a dog.</target>
  </alt-trans>
</trans-unit>

この例では、原文と訳文、そして翻訳メモリに

あった類似例が参考として入っている。こんなイ

メージの形式である。

翻訳者にとって原文に入っている書式情報や索

引情報を含むタグは、翻訳上わずらわしいもので

ある。XLIFF では、原文のタグを XLIFF の特定の

タグに置換して処理する。次に、XLIFF での文中タ

グの処理の例を示す。

原文：吾輩は <hp2> 猫 </hp2> である。

XLIFF：吾輩は <bpt  id="7">&lt;hp2&gt;</bpt> 猫

<ept  id="7">/&lt;hp2&gt;</ept> である。

<bpt> は原文中の開始タグをエスケープするため

のタグ、<ept> は原文中の終了タグをエスケープす

るためのタグであり、その対応は id 属性の値で取

られる 
15

。こうすることで、翻訳支援ツールはタグ

の属性値が翻訳対象となる場合にそれを認識でき

る。もちろん、このエスケープされたタグをソフ

トウェアで翻訳者にどのように表示するかは、翻

訳支援ツールの仕様の問題 
16

である。

XLIFF には、翻訳ユニット <trans-unit> だけでな

15　単独で存在するタグ（例、<img />）の場合は、<it> タグを使える。
16　エスケープされたタグを復元して表示するツールが多い。
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く、翻訳資料に関連する情報を含めることができる。

それを含めた一つの翻訳対象のまとまりをファイル
（file）と呼ぶ。XLIFFの基本構造は図13のとおりである。

ヘッダーの中に、本文から除いたタグ情報が入った

スケルトンファイルの所在情報、用語集・参考資料・ツー

ルなど、必要な関連情報を入れておくことができる。

これ以外にも、XLIFF には多くの機能があるが、概

要としてはここにとどめる。

2.6　他の関連規格
翻訳に関連して重要なものには、翻訳対象量や品質

評価などがある。翻訳対象量は、翻訳者や翻訳会社に

とっても、発注元の企業にとっても、金銭の支払いや

予算と関係するだけに重要である。翻訳業界では、翻

訳メモリからの流用による翻訳をどのように料金算定

するかで、トータルコストが大きく変わってくる。グ

ローバリゼーションを推進する企業とローカリゼー

ションを請け負う企業が良好な協力関係のもとに仕事

を進めるには、翻訳量の算定や品質評価の基準が明確

でなければならない。

LISA は こ う し た 必 要 に こ た え る た め Global 

information management Metrics eXchange（GMX）と

いう規格を策定中である。GMX は 3 つに分かれている。

● Volume（GMX-V）　ワードカウント語彙など、翻

訳の作業負荷を計測する規格

● Complexity（GMX-C）　作業の難易度を計測する

規格

● Quality（GMX-Q）　作業の品質を計測する規格

まだ GMX-V しか公表されていないが、今後、この

ような規格が標準化されることは、業界全体の品質向

上や体質改善に役立つと思われる。

LISA には、他にも Term Link という規格があるが、

これは XML 文書の中から TBX の用語データをリンク

の形で参照するための規格である。

3.　DITA から xml:tm へのフロー

翻訳対象文書の XML 化はかなりの勢いで進んでい

る。XML 形式で作成された文書をいかに効率的にまた

低コストで翻訳して PDF・HTML・ヘルプなどの形式

に仕上げるかは、ローカライズを担当するベンダーの

大きな課題となっている。これを解決するために

は、執筆から翻訳、翻訳から配布物作成へのシー

ムレスな流れが重要である。

マニュアルやヘルプファイルの記述から配布

までをカバーする柔軟な XML 形式である DITA
（Darwin Information Typing Architecture）を使っ

て、このシームレスなフローを実現するアイデア 
17

が出てきている。その場合に、翻訳メモリとして

活躍するのが、xml:tm である。

DITA と xml:tm をどのように効率よく組み合わ

せるかという技術が、翻訳支援ツールや DTP ツー

ルの開発ベンダー、また様々なソリューションベ

ンダーから提案されてくると思われる。今後に期

待したい。

4.　グローバリゼーションの課題

グローバリゼーションの課題をもう一つあげる

とすれば、情報技術を使ったクライアントとベン

ダーとの相互のコミュニケーション向上である。

この点で、翻訳工程の Web サービス化と見える化

が課題となると思う。翻訳工程がセキュアなイン

ターネット上でシームレスに流れるようになると

き、生産性の向上と真の意味での品質の向上を目

指せるのではないかと願っている。

参考文献・サイト

■ LISA のサイト（www.lisa.org）の standard のペー

ジにある各種の規格

■ OASIS のサイト（www.oasis.org）の XLIFF の規格

■ XML.com のサイト（www.xml.com）の次の記事：

　Translating XML Documents wth xml:tm 

（http://www.xml.com/pub/a/2004/01/07/xmltm.

html）

■ OAXML: Open Architecture for XML Authoring 

and Localization 

（http://www.xml.com/pub/a/2007/02/21/

oaxal-open-architecture-for-xml-authoring-and-

localization.html）

17　たとえば OAXAL というオープンアーキテクチャの構想がある。
参考文献・サイトを参照。


